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０、はじめに

徳之島井之川で正月の祝いや年の祝いなど

で歌われる「一番口説（くどぅき）」の９番

に「九番や　九十ぬとぅしなりば　むぬう

めぃさまざま　うめぃわしてぃ　わろてぃ

福ゆうや　うめぃしろさ」（意訳・90歳にも

なれは様々な物思いも忘れて、笑って福々

しく過ごすのが幸福である。（注１）とある

が、誰も加齢に従って多くの生活体験も忘

れていく。ここでは叔母（大正７年生、母

の妹）から御教示いただいた徳之島井之川

の生活史の一部を報告し、奄美の民俗文化

の覚書としたい。

2005（平成17）年11月17日（木）と1982

（昭和57）年12月28日に採録した一部である。

凡例

１）日常的なしまぐち（島口・方言）の

記録を企図しており、逐語訳は繰り返

しもあって煩雑なので意訳と若干の解

説も加えて後方に記し民俗文化の理解

ができるようにしてある。

２）地名など民俗語彙にカタカナを使っ

た場合もあるが、他意はない。

３）録音テープを翻字しており、聞き取

りにくい所など□のままにしてある。

４）10余年間で話し方の変化の分析など

関心はあるが、資料の紹介にして置く。

５）共通語訳は方言と対応せず意訳で

ある。

注

１） 全国神校会広報誌『絆』第４号横浜

健二著「島の人たちの心を育てた島の

歌」（２００２年）を参照。

１、身近なこと

――うりや　わきゃあまゆか　いくち　し

ゃー　だれんが（母より何歳下ですか）。

いちち　うっとぅ。っいゃきゃ　あま、

うとろっか健康だ。まがりま　やまっ、く

しま　やまんせね。わ－きゃや　まがりじ

ゃ、くしじゃ　ふーん。わきゃ　まがりじ

ゃ、くしじゃ　やんとが　ふーあんよっ。

――うりや　あんとぅ　にちよ。あま（な

べ志や）とぅ　似ちだれんよ。

わきゃや　まがりま　やみ、くしま　やー

でぃ、ふーん　だーかま　あっからんだ。

――フーヤぬあんま　うがしあれたがや。

（意訳）「あなたは、私共の母より何歳した

ですか」と質問。５歳した。君達のお母さ

んはすごく健康だ。膝も痛まない、腰も痛

まない。私は、膝や腰など痛い（病む）と

ころが多いからね。「あなたは、祖母と似て

ね。お母さんと似たからですよ」。腰も痛み、

それで、どこへも歩けないよ。「祖母もそう

だったね」。

叔母は、腰がかなり曲がって「地面を拝ん

で歩く」と言うほどである。

２、薪売りのこと

はんぎぃ　じぎゅとぅが　ふーあんぬ。

タムンはんぎぃたり、ムミドーラはんぎぃ

たり。山行じ　タムン　はんぎぃてぃち

かっしゅんまるきぐゎ（輪が30～40cm大）

みまるきし　15しん。はーっ、うっしゅて

ぃ　し

ー売りゅたしがや。

■しまゆむた

奄美の民俗文化の事例

～徳之島井之川和田キヨ嫗の生活史（１）～
本田　碩孝（徳之島郷土研究会会長）
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――15銭し　たーきゃヤんきゃぬ　こーゆ

む　あれたんが（束の径は30cm大）。

ゐーん、うまな富澤医者ち　をぅたんせね。

かっしゅん　まるきぐゎえっ　みまるきし

じゅーごしんだ。ばーちゃんが　こーいが

ちか、「っいゃーきゃタムンぐゎや　やーら

ダムンなてぃ、くわダムン　むっちち　売

れ」ち。わーきゃや、ハナキとか、アサグ

ルとか　がるダムンぐゎ切ったぐらち　か

し売てぃか、 ばーちゃんが、「めーりゐん

めぃが　ねーむなてぃ、フカシとか、うっ

しゅんくわ木ぃ切ち　ちか　いんめぃろあ

しが」ち。ハナ木ぃとかアサグル切ち　む

っち行きあんせね。うがしま、切ちち売り

あんせね。金ぃもーきぃやねんせえっ。う

がしま　はぁんぎぃてぃち売るんわけぃ。

難儀しーあんだ。

――うりや、あーとぅき　行きゅんわけぃ

だれんや。山や、だーやまだれんが。

トーヤマ、サラシンチヂち言ち、タギノ

ぬうぃーぬ山ぬあんせね、サラシンチジ行

じ、切ったぐらし。はーっ難儀や　さんだ。

かっしゅんまるき　みまるきしどぅ　15し

んだ。

――うん15しんや　ぬーな　ちこゆむあれ

たんが？（以下質問の意味を理解していな

い）

富澤医者ぬばあさんがこーいが　きゅ－

たんわけぃ。アサグルとぅハナキィとぅあ

んせね。はんぎぃてぃち売りなてぃや、生

木ぃ（同じことを繰り返すので話題を変え

た）。

（訳）腰が痛くて曲がっているのは背負う仕

事が多かった。薪を背負ってきて売った。

木にはアサグルとかハナ木などの軽い木が

ほとんどで買い手のおばあさんから、「すぐ

燃え尽きるので重い木を持って来て売れ」

と。３束で15銭だった。富澤医者の家で買

ってくれた。

富澤医者は後年、天城町平土野に引越した。

３、魚すくい

――うりや、うんかちま　行けるたんぎや。

うん行じや。朝しゅ　なてぃか（下）久志

うんかち行じゃり、久志うんかちッイュし

きが行きゅたんだ、わきゃ。あーとぅき

ふぇーあ県道から　あっからむなてぃ、う

んなげーし行きゅたんだ。うんなげーり行

じ、ふーぅ　ッイュしき行じか。石ぐゎ

いんかちか、石ぐゎぬ　さーから　セぐゎ

かち　ちょうかっしゃんべ（５ｃｍ位）ぐ

ゎしゅんアイヌクヮ、アイヌクヮぐゎしち

か。セーむっち行じ。カブリち言ち、山ぬ

カブリむっち行じ、うり　セな　くんぎぃ

ちけいてぃ、くんぎちけぃてぃ　うがしッ

イュぐゎ　しちか。石ぐゎ　むっちゃぎぃ

てぃか　石ぬさーぐゎか。 かしし　ふへ

るむんま　をぅーり、ひんぎるむんま　を

ぅーり。ひんぎるむんや、うん石むっち

しきゅわ、ちゅーけり　ひんぎたんッイュ

や、絶対もう、セんきゃかち　ふへーらむ

だ。またひんぎりどぅ　しゅんぬ。かっき

んべしゅ（５～６ｃｍ大）アイヌクヮぐゎ

いちち、むーちべぐゎ。ふーん　かっさべ

しゅッイュぐゎ　とぅてぃちえっ、汁ぐゎ

わーち　くゎんきゃに　かまちゃり、汁ぐ

ゎ　ぬだりし。はーっ、金ぃや　ねーり、

ッイュこーゆ金ぃや　ねーり。しちち、汁

ぐゎわーち　ぬだり（繰り返すので省略）。

（意訳）「海にも行ったでしょう」。朝方に潮

が引くようになると下久志の海（大きな礁

湖になる）に魚すくいに行った。道具はセ

（竹ザルの一種）にカブリ（カズラの一種）

をくくりつけ、疑似海草にする。魚はアイ

ゴでスクが少し大きくなったもの。捕り方

はクモリ（礁湖）にある平石などの側にセ

を構え、石をセの方に動かす。アイゴがセ

に入るとすくいあげてティル（竹籠）に入

れる。
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４、魚捕りの時期

――ッイュしきがや、いちんべ行きだれん

が？

あーとぅき　４時、５時。

――なちだれんど　冬だれんど？

なんべべじゃや、９月、10月なてぃか、

みんちりアイヌクヮぬえっ、かっきんべ

（５～６ｃｍ）なるんせね。９月、10月なて

ぃか、うがしうんッイュしきが行きゅたん

わけぃ。ッイュま　いっくゎい　かし石ぐ

ゎ　むっちゃげぃていか　石ぬまりぐゎか

ら　ちっち　ふへるむんま　をぅーり　ひ

んぎるんむんま　をぅーり、また向こ行じ

しきゅんちしま　ひんぎりどぅ　しゅむん

だ。ッイュま　たまし　あたんだ。ふーん、

うっしゅてぃッイュが　しちちかえっ、か

っきべなしゅんッイュぐゎ、アイヌクヮぐ

ゎ（注１）、けーへんべしゅんッイュぐゎ

しちちか（繰り返すので省略）。

（意訳）魚捕りに行く時刻は朝が早い。明る

くなると魚も警戒して逃げるからだ。時季

は新暦10月頃でアイゴが大きくなっている。

何回か逃げている魚はなかなか捕らえられ

ない。賢くなっている魚もいた。

注

１）シュク→モハン→ワタブタ→アイヌ

ックヮ→フルアイヌックヮと成長過程

で呼称が変わる。旧暦５月28日に１回

目に寄るという（松山光秀著『徳之島

の民俗』未来社2004年53頁）。

５、魚をつかむ

――ミンギユや行けらだてぃや。

ゆる、ゆるや、みんぎッイュやサドゥメ。

石いんかち、しき。石しき　しゅたわ、し

ちあっきゅたわ、石ぬうぃーなサクチぬを

ぅたんちよ。うんサクチが、ひんぎてぃ行

じや、「あねー、うんな　うーッイュぬ　を

ぅてぃあむえー」ち言ち、うがしゅてぃ

さんくとぅきゃま　あたしがえっ。うにん

や、月わにゃわにゃてぃてぃ、月ぬゆる。

うりや、サードゥバリぬさーだ、サードゥ

ンバリぬ港、うんな浦ぬあんせね、うま行

じ　しきゅたんわけぃ。

（意訳）もっと寒くなると魚の動きがにぶく

なる。シマではミンギッイユ（魚つかみ）

という民俗語彙がある。キヨ叔母の体験で

は魚すくいと似たような漁法であった。

サクチ（ボラの大きくなったもの）がいた

のに逃がし、残念だった。

ミンギッイュ（注１）は月の照る夜に行っ

た。井之川佐渡の下の海での記憶があった。

注

１） 2007年に一番寒い日に徳之島井之川

での室温が１２度であった。昔はもっ

と寒かった感じがする。そんな時期に

浅い海水溜りでは魚がこごえて動けな

いでいる。それを捕まえるのが本来の

ミンギッイュだろう。シックッイュと

も言うが（拙編「徳之島井之川の民俗

誌稿―泰良豊重氏の生活史を通して―」

『鹿児島民具』第17号2005年67頁））、違

いなど課題。

６、魚とりの仲間

――たんとぅ行きゅむんあれたんが。

トゥミアキあま。トゥミアキぐゎあーまと

ぅ　たーりし行じか、「ふーん、ひんぎてぃ、

ひんぎてぃ、しきゃらん、しきゃらん。」ち、

トィミアキぐゎあーまや言ゅたしがえっ。

うっしゅてぃミンギッイュしゅんち　しゅ

ーたしがえっ。ミンギッイュち　言ちゃん

てぃ、セむっち行じ　しきどう　あんぬ、

みんぎや絶対さーらむ。しきが行じか、サ

ードゥバリちゅんきゃぬ　きしゃ　ちゅっ

けり　むーるしちあむなてぃなてぃあねー、

しちあむなてぃ。わきゃが、しきが行じか、

一応ひんぎたんッイュや、全然、ひんぎり

どぅ　しゅんぬ、セんきゃかち絶対ふへー

らむ　あたんだ。
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――冬ぬしぎょろ　わっちきだれんや。

９月、10月じゃやっ。サードゥバリぬ港ぬ

あがんほーなあんせね。うんか　しち、イ

ジリシュかちち、うんか　あげれうんかち

行じかアゲレウンたな行きゅたしがえっ。

アゲレウンや、全然、クモリや全然ッイュ

やとぅららむなてぃ。

（意訳）魚すくいの連れは叔父藤福秋の妻で

あった。井之川の小字佐渡の人びとの後な

ど競争で探しあった。佐渡の下の方から小

字宝島の方にあるアゲレウン（直訳・東方

の海）まで行くものだった。アゲレンウン

のクモリ（礁湖）には魚はほとんどいなか

った。

７、木の種

木ぃんたねぃ、山ぬ木ぃんたねぃ　むっ

ちち、けぃごいーるんわけぃ。ちゅーぬ

いーたん　くもりな　いーたんてぃ　メィ

ッキリウブちゅ　をぅらんごあね。うんか

ら、頂キヨばあが、「えーっ、うんクモリや

わーきゃが　みきゃ前どぅ　いーたしが」

ち。ちゅぬ　いーたんクモリな　いーたん

てぃ　ぬーんま　をぅらんせね。かっしゅ

ん　くゎーッイュぐゎぬ　をぅたんちよ。

メィットゥラウブぬ　をぅむなてぃえっ、

ッイュぬをぅんがら　あてぃねんち。ふー

ん　うっさ　いーたんだけぃどぅ　あんぬ、

クモリぬなーな　ぬーんま　をぅらん。う

んな　にゃったんしこぬ　ッイュぐゎしか

をぅらんごさーしがえっ。

――ムーしぐり　しゅーれたんあんぎや。

（訳）ツバキの種を取り、臼でついて粉々に

しておき、持って行く。クモリで洗うと魚

が酔ったようになりフラフラ出てくる。ト

ビハゼなどは飛び出す。どこにでもいるハ

ゼすらいないクモリにいれた失敗談である。

以下は1982（昭和57）年12月28日に御教示

いただいたものである。民話に係わる伝承

が主である。

８、運定め話―ノミの運―

セェクしぬ　ヌミよ。

――一番初めぃから　しーたぼれ。

一番はじめぃや、ヤーブシしーどんかち

がら、大工しゅんとちがはら。ヌミぬはん

てぃりなてぃ、ちゅぬヤーじゃやっ。うが

ん行じゃんとぅからやっ。くゎーはんげぃ

てぃ　くゎーむりし。（ちゅがはら、ヤぬち

ゅがら、うりや　わきゃ　わからしがや）

行じゅたんとぅ。うぃーからヌミぬ　はん

てぃてぃちえっ。うんくゎぬ上ぃかち、お

っかんかち　あたてぃ　うんくゎ　うんな

てぃ即死さんちがぁら。ちゅーめぃじ　さ

んち。ちゅーめぃじ　さんちがら、いきゃ

しさんちがら。

「ヌミに　かまったん、ヌミにかまるん」ち

言ち。

うがしなてぃ、また、うり　詳しあんち

ゅぬ　をぅんはじど。わんが聴きゆか　か

わりちゅぬ。

――ヌミにかまるんち言ゅーむんを　だー

なてぃ聞ちゃんち言ゅむんが分かてぃか

ゆーたんわけぃだれんよ。

うりが　ヤテバンしーどんなてぃ。ヤー

ぬ　みやげぇ葺きどんか　ヤテバンしーど

んやっ。うぃーから　はんてぃりなてぃ。

――なーさきぬ　っいゃーじぬ話や（運定

め話）、うんかち　うー雨ぃふりぬ　とぅき

聞ちゃんち言ちゅれんたんせー（ゐん）。

（意訳）大工のノミよ。「初めからしてくだ

さい」。家普請しているところへ、大工作業

をしている所だったろう、子守りをしてい

る人が子どもを背負って行った。そしたら、

上からノミが落ちて来てね、その子の上に、

頭にあたって、その子は即死したとか、即

死したって。即死したとか、どうしたとか。

「ノミにかまれた」と言って。

「運命の神」（『挿神記』―干宝撰、竹田晃訳、

東洋文庫10平凡社昭和53年374頁参照）と一

部が似ている。
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９、神の乗り馬と罰

神様ぬまわてぃ、名まい。たんがいー

（たんがら　うんちゅぬ名まい言ちゃしがえ

っ）。わきゃ名まいわーしてぃ　うべぃら

（かもえらんど）。うん神様や、くんでや

山ぬ神様ぬ　いちか　ぬってぃ　あっきゅ

るッマ。ッマあたんとぅきゃ。くんでや、

ある猟師が、うり射―たんとぅきゃ。うん

猟師やヰノぬちゅぬ名まい言ちゃんべやっ。

ヰノぬちゅぬ名まい言ちゃんとぅきゃ。本

当や、うり　ありま　さーむん。うり　あ

らむ。うんから、うんちゅや　うむさんち

がら。神様　いきゃしさんちがはら、ちゅ

ーめぃじ　さんちがら言ちゅたしが（夫栄

良氏「ヰノぬギマサち言ちゅたし」）。「ヰノ

ぬギマサがどぅ　さんぬ　なんや　あらん」

ち。ちゅぬ名まい言ち「なんや、あらん」

ち。うがし、わきゃにゃーや、うっしゅて

ぃ言ゅんちゅあたしが（トゥミアキあじゃ

だれんや＝藤福秋ですか）。ゐん（はい）。

ケィドゥぬギマサちがぁら。ヰノちがぁら、

「なんや　あらり。ギマサちごろはどぅ射―

たんちえっ。わーや、あらん」ち言ちゃん

とぅ。とうとう　うんちゅや、名まい言ゃ

ったんとぅ　射―らってぃ。ヤマシ射―り

ま　さーむん。神様ち言ゅーむんや、鉄砲

しうちや　あらり。かし指さーちか、うん

ちゅや　くげぇとぅむち。杖しやっ、かし

ぬちかやっ、ぬかってぃか　きさ　うんち

ゅや（死ぬ）。

神やしじが　たーむんなてぃ、ぬきだけし、

きさ　あーむ受けぃとん　わけぃあし。ぬ

っち言ちか　ゆーたんが。

（意訳）神様が、乗り馬である猪に乗ってま

わっていた。ある猟師がそれを射った。そ

して射った人は、「射ったのは井之川のギマ

サであり、自分ではない」と言った。名前

を言われた人は神に射殺された。神は鉄砲

などで撃ち殺すのではなく、持っている杖

で指す（ぬく）だけで人間などは死んでし

まうそうな。何と言ったらいいのかね、神

は霊性が高いからだ。言われた人は命まで

落し大迷惑だ。

10、犬呼び石

インゆびぃ石なてぃ。ワシゴーなてぃ。

ワシ池ぃか　あっきゅんイン　かしあびぃ

たんとぅきゃがら、うりが　うどぅてぃち、

あむさんち話ぬあんせえっ。っいゃーうり

あてぃねーや（君はそれを知らないか）。

――始めぃか　しーたぼれ（始めからして）。

あのー、山かち行じゃんとぅきゃ、ヤマシ

に　っうっわてぃやっ。ひんぎりかぎりさ

んとぅきゃ。ぬが　ありインゆび石ち言ゅ

ーるちか。あん石かちぬってぃ。ぎりぎり

にちゃんてぃぬ　□ま　ねーり。 ワシィ

にちゃんとぅ、ワシ池ぃから　インが　あ

っきゅたんとぅやっ、うりが　ふいーしが

ら　あびぃたんとぅきゃ、うんインがうど

ぅてぃ　しっち。うんヤマシをば　うぃ払

ろてぃやっ、うがし　ひんぎゃちゃんとぅ。

うんちゅや助かったとぅ。うりしインゆび

ぃ石ち。うがしゅん話しゅーたしが。「ぬが、

あがしインゆびぃ石ち言ゅーるやっ」ち。

インあびぃたんとぅ、うがし　インゆびぃ

石ち。

（意訳）井之川岳に大きな岩があちこちある。

そのひとつが「犬呼び石」である。その名

の由来話。昔山に行った人が猪と出会い追

いかけられた。岩の上に登って周りを見て

もどうしょうもない。和瀬の方を見たら和

瀬池（2007年現在は埋め立てられ創価学会

の施設が建てられている）の土手に犬がい

る。犬を手笛で呼んだら走って来て猪を追

い払ったから助かった。それから「犬呼び

石」と言うようになったのだそうな。

ところが、別の話では「狩人が見失った

犬を呼ぶために登ったもの」になっている。

池は和瀬の隣村「諸田沼の堤に蟻ほどに見

えた」。「後に、或る狩人が果たして犬が集
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るかどうかためすつもりで、岩上に立って

いくつもの犬の名を呼んで見た。・・」

（『西郷隆盛獄中記　奄美大島と大西郷』昇

曙夢著坂元盛秋編　新人物往来社　昭和52

年146頁）。筆者も諸田池と聞いていた。実

際に岩から諸田池を見て話を想った。まだ

まだ採録の必要性がある。

11、神の鴨捕りじゃま

ぬっちがや、グシ。グシ立てぃてぃカモ

とぅり。グシし　しゅーむん。ぬっち言ゅ

ーむん　あたんがやっ（カモサシ？）。カモ

とぅりが行じゃんとぅきゃがら、うぃーか

ら天とーがなしから、シューちカモや飛で

ぃ　あっちゅむなてぃ。なっ、さーかち

うりるむなてぃち待っち　しゅーたんとぅ。

かし　うりるんちしゅんとぉば、いきゃし

がやちか、ドシーンちあぶしぬ　うとぅぬ

かし　しゃーんとぅきゃ。カモやパーッち

うりるあぎぃぬむん　すぐん飛ぶぃじゃち

行ぢゃんとぅきゃが。うんがなーちゃ行じ

にちゃんとぅきゃが、ふてーぅうー足跡ぬ

あたんち。神様や足ぬ形やねーしがいっ。

うりや　ちゅぬじゃましーあらんかや。う

がし、昔や神様ぬカモぅうーてぃ　カモう

むしゅむ　あたんち。

現在ぬ人間どぅ足跡やあんぬ、神様ぬ足

跡ぬあっかやち　なっ、うがしに思いちよ。

われんぐゎあり　うっしゅん話聞ち。

（意訳）昔は、田に竹串にトリモチをつけて

刺し、降りて来る鴨の羽にひっつかせ、飛

べないようにして捕まえるものだった。田

に行くと、鴨は空を飛び、降りて来るよう

な様子であった。鴨が降りようとしている

時にドシンという音が畦の方でしたら、鴨

は飛びたって行った。翌朝行ってみると、

大きな足跡があった。神様なら足跡を残さ

ないはずだが。人がじゃましたのだろうか。

昔は神様がカモ猟をじゃまするものだった

って。

12、神と出会う

うがし、また、鴨ぬはんてぃるはぎどっち

あむ山な　かっくとぅたんとぅ。（うりや、

マシクニにゃしが。うりやわきゃマチさん

が話しあたしがえっ）。なきゃじが言いぬ、

鴨ぬ　きゅんど、きゅんどち、ワラビ山な

てぃ、かし　しーでぃ　しゅーたんとぅ。

うにん山ぬ神様ぬ、杖（注１）カランカラ

ンカラン鳴らち　かし　うりてぃ　きゅー

むん　あんべちよ。うりてぃ　きゅーたん

とぅ。

「神様ぬきゅん」ち、むーるサナギちがんだ

かんでぃ　よーり　しゅーたんとぅ。ちゅ

りぬ神様やえっ、

「あーっ、あんな、ネィジミちがんだミャウ

ちがんだをぅん」ち言ちゃんべ。しゃんと

ぅ、ちゅりぬ神様ぬやっ、

「ひんぎゃし、ひんぎゃし」ち、うがし言ち、

うりたや　くだーり　アーディングモリか

ち。昔、アーディングモリかち行じ網ちき

るんち言ゅーたんせ。網ちこいちがら（語

り手笑いながら）、網ちこいが。ぬっちがら

（近所の人が来訪。次項13へ）。

（意訳）鴨が降りて来るはずだと蕨山に隠れ

ていたら、神様たちが杖をカランカラン鳴

らしながら降りて来た。「神様が来る」と褌

をかぶってじっとしていた。一人の神様が、

「ほぅ、向こうに鼡だったか猫だったかがい

る」と言った。もう一人の神様が、「逃がせ、

逃がせ」と言いながら神様たちは降りてア

ーディングモリ（注２）へ行った。アーデ

ィングモリでは神様たちが網を使って漁を

すると言われる。

注

１）杖は方言（島口）でグシャンと言

うが、ここではつえと共通語で話して

いる。

２）井之川岳からの尾根の先端の岬にな

っている所にある礁湖。遠方から見る

とクモリ（礁湖）の周りを火が廻って
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いると言う。集団で見た事例を報告し

てある（拙編「徳之島井之川の民俗誌

稿―泰良豊重氏の生活史を通して（二）

―」『南島研究』第46号2005年14頁）。

神とケィンムン（妖怪の一種）との火

が時代により同一に見えるようになっ

てきたか、解釈するようになったかも

しれないが課題。

13、来客との話

（１）挨拶や健康のこと

和田：いっち　もーれ。いーとん（かちち

ゃーが）。くりま、ゆっ　あてぃあーり。き

ゅーや、やーとぅ下がとぅり（血圧が）。

客：うっこい　さーや（ゐん）。

和田：血圧はーらちゃり、また、のこりめ

ーんきゃ　こーたり（ゐん）。

客：うーぐとぅ　あらり。みーちがりやっ。

ちょーしもてぃー。しるから　きゅんち

しゅーたしが。ぬが　どぅぬ　いしゅーが

し。

あびりあてぃ　しゅてぃか　ゆたーあたが。

和田：しょうーがち　いしゅがー。手ぃ

のーてぃせ。

客：っわー手ぃ　のーてぃ　きゅ。くねだ

ま　ホーレンソウ・・。

おとさん　きゅや　もーらやっ。

和田：わきゃ　あじゃ　だんかかち。な

どぅ　ゆぅふぃ（夕食）かだが。なんぐゎ

語たろてぃねぇ、っあり。っいゃーんま

ゆぅふぃ　まおろ　なーかや。

（意訳）筆者が話を聴いている所へ来客があ

った。和田「入っていらっしゃい。良い所

にきた」。

血圧のことなどが今までの話題になってい

たようだ。「下がった」。他の用事なども含

めて行ってきた。お互いに正月準備で忙し

くしていた。和田「手は治ったの」。「治っ

てきている。夫の栄良さんは」。和田「夕食

を食べたばかかりだが、どこかに行ったろ

う」。和田「語ってごらん。夕食準備は今か

らかね」。

（２）赤肉の保存方法

客：ゐん（なーかや）。ッワシ　いきゃし

しか　ゆーんが。シュ　しゅきどぅ　ゆた

ーわ。

和田：シュしか　からくならめぃ。

客：いきゃしがいー。冷凍な　くわら

し？

和田：くわらさんまち（思とぅしが）。

客：赤肉（注１）くわらちか、っゆーくわ

く　ならんせ。

和田：木ぃーにし　なりよ。

客：□やらはん。

和田：わーきゃま赤肉んきゃ、あちゃ

こーやしよ。

客：わーきゃま　なーんぐゎどぅ　こー

てぃあっ。

和田：ありえっ、むちから　やらはんだ。

客：赤肉。

和田：赤肉ま　ぬーんま。

和田：あんロースんきゃえっ、いちゅし　

ぜーとぅ　しっからまち。はじめぃ　アマ

ジオぐゎ　しーやっ。いちゅし　ぎりーぎ

り木ぃにしなるっか　からまち。うがし

うちかやっ。うん肉や　とぅけぃりまさん

ぐぅとに　っまーあん　ぬんかにしゅん。

カメィジぬスィンぐゎやっ（に習った）。

なーかち　いっちねぇー。

客：ゆっくり　しーしまんされ。

和田：ぬが、はなち行じたーんぬ。（肉）

や冷凍などぅ入―てぃ　あんだ（冷蔵庫な）。

冷蔵庫ぬしゃーぬ冷凍な。

客：わっ、しかま　こーてぃちあっ。

和田：っいゃーヰノか　こーてぃや。

客：わぁーヰノかよっ。ヰノーからま

にゃり　こーやんま　しまんされー。

和田：わーきゃ、あまから　こーてぃち

あっ。

客：あまや　安すぃあんされ。
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和田：安すぃやよっ。

注

１）赤肉をマシシと方言でいうが、こ

こでは共通語になっている。

（意訳）赤肉の保存方法について意見

の交換をしている。「赤肉を塩漬けする

か」。「からくなる」。「冷凍室に保存す

るか」。「固く味が落ちないか」。「蒸す

と良い」。「甘塩して糸で木のように巻

いて保管しておくと、肉もくずれない

で美味。固くなるまで巻いて保存する

と良い」。長く冷凍などしないように直

前に買った方が良いというのが結論の

ようだ。

買う場所は井之川より値段が安い所も

あると意識している。

（３）話の断片

客：うんかち　いきゃしがらし、もーり

さんがに　しゅーたしが、うりや　もーり

しや　うらんご　いきゃしてぃごろあ　言

ゅーたしがえっ。うり　話、いーあんべ聞

ちゅてぃか　ゆたーあたしがえっ。

（意訳）海に行き、死んだようにしていたが、

死んではおらず、どうしたとか言っていた

が、よく聞いておけばよかった。

（４）何才でも親は親

八〇（歳）あまり　なりゅんうやぬ、六

〇（歳）あまり　なりゅりゅくゎに、「きば

りよ。頑張りよっ坊」ち、うがし言ちゃん

ち言ゅん話ぬあんせえっ。

どぅや八〇、くゎや六〇ま　あーしが、

難船さんとぅきゃが、うがし　くゎに　い

きゆい　ちきるむ　あたんち。うっしゅん

話んきゃ　言ゅーむんあたんせえっ、昔ぬ

話な。

とぅしや、どーとぅし。六〇とぅ八〇じ

ゅーとぅがりやっ。あむあしが、「気張り」

ち、いきゆい　ちきぃてぃ。

うりや、わきゃサダニにゃ（藤貞仁叔

父・キヨの父の弟）がじゃわ。たんががら、

うっしゅてぃ話しゅたんで。

（意訳）80歳余りになる親が６０歳にもな

る息子に難船したときに、「気張れ」と勢い

をつけたと話していた。世間では老いも若

きも同輩という考えがある。一般には６０

歳にもなれば分別もでき、言われることも

ないと思うがいくつになっても親は親だ。

叔父が話したように思う。

（５）客の帰り際

客：わきゃじーが、また　うんとぬ　カン

ニウシシゲィ様とぅシュダカンジャクちゅ

てぃ話さーり　しゅーたしがえっ。わっ

てぃーちま聞き　とぅみぃてぃね。ゐーあ

んべ聞ちゅてぃかえーち、なーいじ思ゆり。

和田　ゆーぐゎんきゃ　あてぃま　ぅねっ。

客：っわっ、ゆーぐゎ　ぬみどっころ　あ

ら。かなげにしか、うがん　あがてぃ　く

りが言ゅーむんま聞きゅしが、 あんなこ

ーてぃ　あむなてぃえっ。

和田：話さげぃてぃ　行じたーむ。ヤー行

じ　あまじゅぐゎ　しゅーてぃ　たーむ。

客：うがし　しゅーかま。流しな　うーむ

しーあむなてぃっちよっ。

和田：わーきゃま　こーてぃち、ちかはん

ねげぃてぃあー。冷凍かち入―らんま。

（意訳）客「爺が島の伝説の話などしたが、

よく聞き止めておかなかった。聞いておけ

ばよかったと今頃思う」。和田「湯（お茶）

でもどうぞ」。「飲む時間はない。普段なら

あがって話を聞いたりもするが、買ったま

ま流しに置いてきた」。和田「話して行きな

さい。家に帰ってから甘塩すればよい」。

「そうしよう」。和田「買ってきて投げて

（置いたままで）ある。冷凍室にいれよう」。

14、ヤスデの異名

――イフク？

イフクち、贅沢あらんせ。イフクトゥド

ゥラち言ゅんせえっ。

イフクトゥドゥラ。うりが　ふーあんとー



15

奄美ニューズレター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 No.31 2007年６月号

や　うがし言うしが、ぬーぬ意味し　うが

し言―がんだ。いちか　っまーむん　はん

くちか、ありや　っまーむんな　ちかるん

せえっ。

何か意味ぬあんしじ　あらんせ。っわっ

うがし思ゆんで。

本田　ヲゥウィぬ　さーきゃな　をぅん

せえっ（桶の下などにいるでしょう）。

ヲゥウィとか、ぬんくさ　あーむしか、

うんな　わぁい　わぁい　あむしゅんせね。

御馳走、ありや　贅沢、言ちから、むんに、

豊富なむんに　たりるむあむ。イフクトゥ

ドゥラちがら、昔、言ゅーむん　あたしが。

（意訳）ヤスデにイフクトゥドゥラという。

どうしてか分からないが何か意味があった

のだろう。桶の下などにいる。ヤスデにと

って御馳走になる物が捨てられた所に集る

からね。

15、桃太郎

っいゃーきゃ　じーから。あんぐゎや　こ

ーかち洗濯しーが、じーぐゎや山かち柴刈

りが行じゃんとぅ。うりや昔ぬドンブリド

ンブリ　ムーぬ流れぃてぃちゃんちよっ、

うりや。

（意訳）君の祖父から聞いた。婆さんは川へ

洗濯に、爺さんは山へ柴刈りに行った。そ

れは昔の桃がドンブラコ流れてくる話よ。

16、終わりに

奄美の民俗文化としての方言の大変化は

昭和40年代に私でも予測できた。すでに昭

和20年代の前半（昭和24年頃）に柳田国男

は「今に奄美方言が消えて行くから、それ

を採集するように」といわれたと、長田須

磨嫗は『奄美方言分類辞典』（長田・須崎名

保子共編笠間書院上（１０１３頁）昭和５

２年、下（９７３頁）昭和５５年）の自序

で述べている。どれだけ奄美方言が記録さ

れたか。

ここではテープに録音している分の一部の

事例を提示している。分析などは課題であ

る。




